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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 岡山県倉敷市教育委員会教育企画総務課 

②事業名 倉敷市庁舎等再編整備事業（複合施設棟） 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 倉敷市庁舎等再編基本構想（R3.3）、倉敷市庁舎等再編基本計

画（R4.6）に基づき、倉敷市の本庁舎の東側敷地（約 12,000 ㎡）

に老朽化した倉敷市立中央図書館、倉敷労働会館、倉敷中央憩の

家、市民活動センター及び倉敷市文化交流会館内の国際交流情報

コーナーを複合化した施設を建設する。 

  

④サウンディングの目的 〇 整備する施設は、単なる複合化ではなく、施設全体を図書館

として捉え、各施設（機能・用途）間が融合することを検討

している。（図書館の本を図書館だけでなく、図書館以外の各

施設でも閲覧を可能とするなど） 

〇 市民アンケートの結果から、図書館を普段利用していない人

が約７割もいることから、今まで図書館を利用していない人

を呼び込むことができる施設としたい。 

〇 今回、複合する対象となる施設において、子育て世代を呼び

込む場や関係施設を検討したいと考えている。（民間提案、自

主事業等） 

〇 様々な世代を対象としている施設を複合化するため、世代を

超えて交流できる施設（場）としたい。 

〇 今回の複合施設には、カフェとコンビニ及び食堂も複合化す

る案となっているが、設置の必要性を検討したい。 

〇 敷地内に、国の登録有形文化財である倉敷市歴史民俗資料館

があり、この施設と、今後、建設する複合施設棟を一体事業

として捉え、この施設の有効活用策を検討したい。 

〇 上記の観点から、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り

いれたい。なお、官民連携の方向性については、今回のサウ

ンディング等を踏まえ決定していきたい。 
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⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇 普段、図書館を利用していない人や子育て世代を呼び込むた

めの施設にするためには、どのような事業にするべきか提案を

いただきたい。 

〇 計画の敷地内にある国の有形文化財である施設（倉敷市歴史

民俗資料館）について、今回の施設と連携した場合の有効活用

方法のアイデアをいただきたい。 

〇 庁舎の売店となるコンビニと食堂とカフェ等について、収益

性や、利用者の視点、職員の福利厚生などの面に加え、常設す

る必要があるかなどの観点から、どのような組み合わせや運営

形態が良いか意見をいただきたい。 

〇 PSC（従来手法）と PPP 手法の比較について、事業期間や

全体事業費、設計、運営に関する違いについて意見をいただき

たい。あわせて、どのようなスキームが考えられるのか意見を

いただきたい。現時点では、図書館が核となる施設であるため、

図書館の運営側の視点が入るのが重要であると考えている。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

 

 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI事業（   ）方式 ２.DBO方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（ 図書館における運営方針は未定      ） 
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⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

図書館を核として、老人憩の家、労働会館、市民活動センター

の貸会議室機能に加えて、国際交流情報機能等を複合化した施設

を本庁舎の東側（一般駐車場周辺）に新たに建設する。 

⑥現状及び課題  庁舎周辺のエリアにある、複数の老朽化した公共施設が立地し

ており、ファシリティマネジメントの観点から、複合化等の公共

施設の再編についての検討が必要となっている。 

限られた財源の中で、基本方針や施設計画、事業手法を検討・

整理し、可能な限り、早期に設計・建設を行いたい。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

 全世代をターゲットとし、各施設とも単に複合化するのではな

く、融合化することにより、相乗効果ができるような施設とした

い。歴史・文化都市である倉敷市らしさがみえる施設としたい。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

 令和６年度 設計、令和７年度 着工、令和９年度以降 供用

開始 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 岡山県倉敷市西中新田６４０（倉敷市本庁舎東側敷地） 

②敷地面積 約 12，000 ㎡（敷地内通路含む）＋9,400 ㎡（ごみ処理場跡

地） 

③土地利用上の制約 準工業地域、防火地域指定なし、建蔽率 60%・容積率 200％ 

④所有者 市 

⑤周辺施設等 １㎞圏内に、国道２号線バイパス、岡山県立倉敷商業高等学校、

ハローワーク。 1.5㎞圏内に、倉敷美観地区 

⑥対象地周辺の環境 倉敷駅から約２.1 ㎞離れており、倉敷市立地適正化計画において

は、都市機能誘導区域となっている。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

倉敷市庁舎等再編基本計画において、本件に先んじて、防災危機

管理センター棟の新築、本庁舎の長寿命化等の整備を行う予定。 

 

 

■ 添付資料 

・①倉敷市庁舎等再編基本構想（R3.3）、倉敷市庁舎等再編基本計画（R4.6） 

・②複合施設棟にかかる市民アンケート結果 

・③倉敷市歴史民俗資料館概要 

 

 

 

 


